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　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
海

外
行
政
調
査
を
う
け
て
２
月
22

日
、
自
民
党
議
員
団
は
嵐
山
保

勝
会
が
管
理
運
営
す
る
小
水
力

発
電
設
備
を
視
察
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　こ
の
発
電
設
備
は
、
２
０
０

５
年
12
月
８
日
竣
工
し
た
一
級

河
川
区
域
内
に
設
置
し
た
国
内

初
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
右
京
区

と
西
京
区
を
結
ぶ
渡
月
橋
の
常

夜
灯
を
こ
の
発
電
設
備
で
賄
っ

て
い
ま
す
。
余
っ
た
電
力
は
関

西
電
力
に
売
電
し
、
現
在
90
万

円
の
収
益
を
あ
げ
、
維
持
管
理

費
に
充
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
平

成
16
年
度
環
境
先
進
モ
デ
ル
事

業
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。 嵐山保勝会で小水力発電設備について

説明を聞く自民党議員団

早速、京の事業視察
嵐山の小水力発電設備

一級河川内で国内初の小水力発電設備（嵐山）

　自
民
党
議
員
団

は
将
来
的
な
脱
原

発
を
め
ざ
し
、
持

続
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
構

築
、
ま
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推
進
の

為
、
議
会
を
代
表
し
て
１
月
末

か
ら
10
日
間
、
環
境
先
進
国
で

あ
る
ド
イ
ツ
、
ス
ペ
イ
ン
に
４

名
調
査
派
遣
し
ま
し
た
。

　主
な
調
査
研
究
項
目
は
、
環

境
・
経
済
両
面
の
森
林
政
策
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
原
発
の
廃

炉
工
程
、
太
陽
光
発
電
、
農
畜

産
業
と
の
連
携
に
よ
る
バ
イ
オ

マ
ス
、
風
力
発
電
、
小
水
力
発

電
、
発
生
熱
量
を
有
効
利
用
す

る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
に
つ
な

ぐ
都
市
計
画
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
割
合
が
大
き
い
冷
暖
房
の
熱

交
換
率
を
抑
制
す
る
省
エ
ネ
改

修
政
策
を
中
心
に
幅
広
く
視
察

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
調
査
研
究

を
精
査
し
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー

減
少
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

比
率
を
高
め
る
た
め
に
も
、
ド

イ
ツ
の
よ
う
に
「
環
境
に
取
り
組

む
と
得
を
す
る
」
と
い
う
市
民

感
覚
が
広
ま
る
よ
う
京
都
市
の

政
策
に
活
か
す
べ
く
議
会
と
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

海外へ調査研究

環
境
先
進
国
に
学
ぶ

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

ド イ ツ
ス ペ イン

京
都
市
の
政
策
に
活
か
す
取
り
組
み

　門
川
市
長
が
２

期
目
の
出
馬
に
あ

た
り
、
市
民
と
約

束
し
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
お
い
て
、

「
混
雑
す
る
道
路

に
進
入
す
る
車
へ
の
課
金
制
度

（
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
）
導
入

に
向
け
た
社
会
実
験
の
実
施
」

を
掲
げ
て
お
り
、
こ
の
制
度
に

関
す
る
先
進
国
の
取
り
組
み

や
、
交
通
体
系
の
中
の
位
置
付

け
に
つ
い
て
、
去
る
１
月
30
日

か
ら
２
月
８
日
ま
で
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ロ
ン
ド
ン
、
ミ
ラ
ノ
の

３
都
市
で
調
査
を
行
い
ま
し

た
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
最
も

早
い
時
期
に
こ
の
制
度
を
導
入

し
、
当
初
は
マ
ン
パ
ワ
ー
に
よ

る
規
制
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
主
に
人
件
費
の
問
題
に
よ

り
、
１
９
９
８
年
よ
り
電
子
的

に
課
金
す
る
現
行
の
シ
ス
テ
ム

「
Ｅ
Ｒ
Ｐ
」
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。ロ
ン
ド
ン
で
は
１
９
６
３

年
か
ら
こ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
の

検
討
を
始
め
、
２
０
０
３
年
よ

り
規
制
エ
リ
ア
内
で
１
日
単
位

の
課
金
を
行
う
エ
リ
ア
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
歴
史
都
市
で
あ
り
観
光
都

市
で
も
あ
る
ミ
ラ
ノ
に
お
い
て

は
、
当
初
は
環
境
面
を
重
視
し

た
制
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　調
査
の
結
果
、
こ
の
制
度
の

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
い
か
に

地
域
住
民
の
理
解
を
得
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
が
課
題
で
あ

り
、
ま
た
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

導
入
へ
の
課
題
探
る

議会を代表し相次ぎ派遣議会を代表し相次ぎ派遣

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

シンガポール
ロ ンドン
ミ ラ ノ

再生可能エネルギーを推進するヴィルボルツリード村（ドイツ）

道路に設置したガントリーという課金ゲート（シンガポール）
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　富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
昨
年

末
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
第
二
次

安
倍
内
閣
が
成
立
し
ま
し
た
。
経

済
再
生
が
最
大
か
つ
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
大
型
補
正
予
算
や
緊
急

経
済
対
策
を
策
定
し
ま
し
た
が
、

国
・
地
方
自
治
体
・
市
民
の
間
を

循
環
し
、
日
本
全
体
に
活
力
を
生

み
出
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
安
倍
内
閣
へ
の
期
待
と
、

経
済
対
策
の
本
市
に
お
け
る
波
及

効
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。
ま
た
、「
京
都
の

強
み
」
を
活
か
し
た
新
し
い
産
業

の
創
出
や
厳
し
い
経
済
環
境
に
あ

る
中
小
企
業
の
下
支
え
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
か
れ
ま
す
か
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
安
倍

新
内
閣
の
「
三
本
の
矢
」
は
京
都

経
済
の
成
長
に
と
っ
て
も
、
極
め

て
重
要
な
経
済
政
策
で
す
。
市
内

中
小
企
業
へ
の
公
共
事
業
の
受
注

機
会
を
拡
大
し
、
地
域
内
で
循
環

さ
せ
る
こ
と
で
、
国
の
経
済
対
策

の
効
果
を
京
都
の
す
み
ず
み
に
ま

で
波
及
さ
せ
ま
す
。
新
た
な
成
長

分
野
で
あ
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
一
層
強
力
に
創
出
を
推
進

す
る
と
共
に
、
中
小
企
業
の
下
支

え
の
た
め
「
再
生
支
援
融
資
」
の

中
に
短
期
つ
な
ぎ
資
金
創
設
な
ど

万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　富
き
く
お
議
員
（
質
問
）Ｐ
Ｍ

２
・
５
な
ど
中
国
か
ら
の
大
気
汚

染
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
情

報
提
供
を
メ
デ
ィ

ア
な
ど
を
通
じ
て

行
う
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
ど
う
取

り
組
ん
で
ゆ
か
れ

ま
す
か
。

　門
川
大
作
市
長

（
答
弁
）
濃
度
測

定
を
市
内
６
箇
所

で
行
い
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

毎
日
公
表
し
て
お

り
ま
す
が
、
更
に

６
箇
所
増
設
し
監

視
体
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
国

の
指
針
に
基
づ
く
注
意
喚
起
情
報

を
発
表
し
、
学
校
や
保
育
所
、
福

祉
施
設
等
１
４
０
０
箇
所
に
対
し

一
斉
に
周
知
で
き
る
よ
う
準
備
を

整
え
て
お
り
ま
す
。

　富
き
く
お
議
員
（
質
問
）
本
市

の
保
育
環
境
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。
待
機
児
童
解
消
の

た
め
の
保
育
所
整
備
や
延
長
保

育
・
一
時
保
育
等
き
め
細
か
な
施

策
の
充
実
を
図
り
、
保
護
者
負
担

も
国
基
準
を
大
幅
に
下
回
る
水
準

に
抑
え
ら
れ
る
な
ど
評
価
す
る
も

の
で
す
。
今
後
、
子
育
て
支
援
の

充
実
を
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
ま
す

か
。　門

川
大
作
市
長
（
答
弁
）
新
設

３
箇
所
を
含
む
７
箇
所
の
保
育
所

整
備
を
は
じ
め
、
病
児
保
育
や
延

長
・
一
時
保
育
の
拡
大
、
発
達
障

害
な
ど
の
あ
る
子
ど
も
達
へ
の
よ

り
き
め
細
や
か
な
保
育
と
と
も

に
、
子
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
の

充
実
等
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
策

の
更
な
る
拡
充
を
図
り
ま
す
。

国
の
経
済
対
策 

京
に
効
果

国
の
経
済
対
策 

京
に
効
果

国
の
経
済
対
策 

京
に
効
果

富きくお議員の質問項目
・安倍政権への期待、経済対策の京都市への波及効果
・中小企業の経営強化
・京都市の公共事業
・社会保障費および子育て支援の充実
　（本市の福祉予算の実情）（子育て支援の充実策）
　（保育士の確保やその処遇改善）（生活保護等の適正化）
・環境問題
　（バイオディーゼル燃料化事業及び生ごみのバイオガス化事業）
　（中国からの大気汚染の影響）

富
き
く
お
議
員
（
山
科
区
）

短
期
つ
な
ぎ
資
金
創
設
も

中
国
の
大
気
汚
染

影
響
懸
念
に
対
応

中
小
企
業
の
下
支
え

.

子
育
て
支
援
策
の

更
な
る
充
実
図
る

京都の姉妹都市西安市のPM2.5による大気汚染

　加
藤
盛
司
議
員
（
質
問
）
市
バ

ス
・
地
下
鉄
事
業
に
つ
い
て
は
、

一
部
民
間
委
託
化
、
職
員
の
給
与

カ
ッ
ト
な
ど
コ
ス

ト
削
減
を
進
め
る

一
方
、「
攻
め
の

経
営
」
に
転
じ
、

サ
ー
ビ
ス
や
利
便

性
の
向
上
に
取
り

組
ま
れ
た
結
果
、

経
営
健
全
化
計
画

を
大
き
く
上
回
る

収
支
改
善
と
な
り

ま
し
た
が
、
依
然

と
し
て
、
累
積
資

金
不
足
を
有
す
る

厳
し
い
経
営
状
況

で
す
。
こ
の
間
の

頑
張
っ
て
こ
ら
れ

た
実
績
を
評
価
し
た
上
で
、
25
年

度
予
算
の
評
価
と
、
今
後
の
交
通

事
業
の
見
通
し
、
展
望
を
お
答
え

下
さ
い
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
25
年

度
予
算
で
は
、
市
バ
ス
事
業
は

ピ
ー
ク
時
に
１
６
３
億
円
あ
っ
た

累
積
欠
損
金
を
２
億
円
ま
で
減
少

さ
せ
、
計
画
よ
り
も
２
年
前
倒
し

で
経
営
健
全
化
団
体
か
ら
脱
却
す

る
一
方
、
地
下
鉄
事
業
で
は
、
1

日
当
た
り
の
赤
字
を
市
長
就
任
前

の
４
６
０
０
万
円
か
ら
１
７
０
０

万
円
ま
で
縮
小
す
る
な
ど
、
計
画

を
上
回
る
収
支
改
善
を
推
進
す
る

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
引
き
続
き
人
件
費
や
コ
ス
ト
の

削
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
バ

ス
事
業
で
は
３
年
以
内
に
補
助
金

に
頼
ら
な
い
自
立
経
営
の
確
立
を

目
指
し
、
ま
た
、
地
下
鉄
事
業
で

は
、
１
日
５
万
人
の
増
客
と
経
営

健
全
化
計
画
の
着
実
な
推
進
に
向

け
、
市
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　加
藤
盛
司
議
員
（
質
問
）
老
朽

化
し
た
水
道
管
の
更
新
と
併
せ
て

耐
震
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
、

喫
緊
か
つ
重
要
な
問
題
で
す
。
こ

の
た
め
は
財
源
の
確
保
が
大
き
な

課
題
で
す
。
こ
の
２
月
市
会
に
、

上
下
水
道
料
金
ト
ー
タ
ル
で
3.7
％

の
料
金
改
定
を
行
う
と
い
う
内
容

の
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で
負

担
増
を
求
め
る
た
め
に
は
、
更
な

る
大
胆
な
改
革
を
進
め
て
い
か
な

く
て
は
、
到
底
理
解
が
得
ら
れ
ま

せ
ん
。
今
後
の
経
営
努
力
と
、
料

金
制
度
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
、お
答
え
下
さ
い
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
新
た

な
中
期
経
営
プ
ラ
ン
で
は
よ
り
一

層
効
率
的
な
事
業
運
営
を
目
指
し

て
お
り
、
水
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

の
統
合
に
よ
る
事
業
所
の
統
廃
合

や
職
員
の
削
減
等
に
よ
り
5
年
間

で
90
億
円
の
経
費
削
減
を
実
現
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。
経
営
努
力
に

よ
り
平
成
29
年
度
末
の
上
下
水

道
事
業
の
累
積
収
支
の
均
衡
を
達

成
、
配
管
の
更
新
速
度
を
2
倍
以

上
に
す
る
た
め
の
財
源
確
保
と
と

も
に
、
現
世
代
と
将
来
世
代
の
負

担
の
公
平
を
目
的
と
し
て
、
上
下

水
道
料
金
に
つ
い
て
平
均
3.7
%
を

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

交
通
事
業
の
再
建
見
通
し
は

交
通
事
業
の
再
建
見
通
し
は

交
通
事
業
の
再
建
見
通
し
は

加
藤
盛
司
議
員
（
中
京
区
）

加藤盛司議員の質問項目
・平成25年度予算案の編成方針の考え方

・市バス・地下鉄の再建の見通し

・水道料金改定

・屋外広告物の取組の現状と来年８月まで

の見通し

・横大路と西京極運動公園の整備方針

水
道
料
金
改
定
の

基
本
的
考
え
方
は

人
件
費
、コ
ス
ト
削
減
図
り

健
全
化
計
画
着
実
に

代
表
質
疑
２

　
　月

定
例
市
会
2月26日

事業健全化へ全面開業した地下鉄京都駅改札前のコトチカ京都



環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

　山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）「
〜
地

域
で
気
づ
き
・
つ
な
ぎ
・
支
え
る

〜
認
知
症
総
合
支
援
事
業
」
が
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
、
相
談
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
等
に
取
り
組
む
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
る

た
め
に
も
、
こ
の
事
業
は
大
変
重

要
な
も
の
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
を

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

か
れ
る
の
で
す
か
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
ま
ず
、

早
期
段
階
で
の

「
気
づ
き
」
を
促

す
相
談
ツ
ー
ル
と

し
て
、
認
知
症
か

ど
う
か
を
気
軽
に

調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
シ
ー
ト
を
作

成
す
る
と
と
も

に
、
高
齢
サ
ポ
ー

ト
等
の
相
談
対
応

力
向
上
を
図
る

「
認
知
症
相
談
支

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
よ
っ
て
「
つ
な

ぎ
」
を
強
化
し
、

更
に
は
、
地
域
の
「
支
え
る
」
力

を
強
め
て
い
く
た
め
、
医
療
と
介

護
の
連
携
に
よ
る
先
駆
的
な
取
り

組
み
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施

す
る
な
ど
、
総
合
的
か
つ
重
層
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）
今
後

と
も
農
家
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
京
野
菜
の
生
産
に
取
り
組
め
る

よ
う
農
家
の
栽
培
技
術
の
向
上
な

ど
京
野
菜
の
振
興
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
市
内
の
品
評
会

や
共
進
会
に
対
し
て
、
ま
た
栽
培

が
減
少
し
て
い
る
貴
重
な
京
野
菜

に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

お
考
え
な
の
か
お
聞
か
せ
下
さ

い
。　門

川
大
作
市
長
（
答
弁
）
25
年

度
は
京
野
菜
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
て
品
評
会
の
情
報
や
京

野
菜
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信
す
る

ほ
か
、
地
元
産
野
菜
等
を
専
門
に

扱
う
卸
売
場
を
設
け
、
中
央
卸
売

市
場
に
新
た
に
開
設
す
る
「
京
の

食
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
あ
じ
わ

い
館
」
で
も
、
京
野
菜
の
魅
力
を

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
更
な
る
連
携
の
下
、

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
を
一
層
進
め
る
事
が
、
直

面
す
る
課
題
に
も
、
将
来
を
展
望

し
た
本
市
教
育
の
構
築
に
も
、
大

き
な
礎
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

教
育
長
の
お
考
え
は
い
か
が
で
す

か
。

　生
田
義
久
教
育
長
（
答
弁
）
育

て
た
い
子
ど
も
像
を
共
有
し
、「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る

の
か
」
を
共
に
考
え
、
様
々
な
活

動
を
通
し
て
学
校
運
営
に
参
画
す

る
学
校
の
応
援
団
と
し
て
、
本
市

独
自
の
学
校
運
営
協
議
会
制
度
を

創
設
し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
さ
ら
な
る
連
携
に
よ
り
、
し
っ

か
り
と
し
た
役
割
分
担
の
下
に
互

い
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
そ
れ
ぞ

れ
が
補
い
合
い
、
互
い
に
高
め
合

う
た
め
の
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

認
知
症
総
合
支
援
ど
う
推
進

認
知
症
総
合
支
援
ど
う
推
進

認
知
症
総
合
支
援
ど
う
推
進

下村あきら議員の質問項目
・京都マラソンにおける消防警備体制
・大規模災害時における避難所運営に対す
る区役所の体制

・安心安全なまちづくりへの取組
・「歩くまち京都」の推進
・都市緑化の推進に向けた取組
・地域発の観光おもてなし
・技能労務職の採用

山本恵一議員の質問項目
・開かれた学校づくりの推進
・地域における医療介護等の関係機関との
連携体制

・京野菜の振興策
・市内産木材の需要拡大
・地域防災の要である消防団の活性化
・災害時における袋路の避難対策
・御園橋拡幅による交通渋滞の解消（要望）
・京都マラソンの成功に向けて（要望）

山
本
恵
一
議
員
（
北
区
）

気
づ
き
・つ
な
ぎ
・
支
え
る

医
療
と
介
護
の
連
携

京野菜が出品された京都市農協の農産物品評会

自
信
と
誇
り
あ
る

京
野
菜
の
振
興
策

「
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
」を
推
進

　下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
大

規
模
災
害
時
に
区
役
所
が
最
前
線

基
地
と
し
て
の
役
割
を
き
っ
ち
り

と
担
え
る
よ
う
、
そ
の
初
期
初
動

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
な
ど
、

地
元
の
取
り
組
み
と
平
行
し
て
準

備
し
て
お
く
こ
と
が
幾
つ
か
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、い
か
が
で
す
か
。

　門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
避
難

所
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発
災

直
後
な
ど
地
域
の
皆
様
で
運
営
し

て
い
た
だ
く
場
合
で
あ
っ
て
も
出

来
る
だ
け
早
期
に
区
役
所
に
よ
る

総
合
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
こ
の
た
め
、
連

絡
調
整
、
食
糧
や
水
の
提
供
、
要

配
慮
者
へ
の
支
援
、
避
難
住
民
の

健
康
管
理
等
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
処
す
る
た
め

の
、
区
役
所
職
員
の
役
割
分
担
や

手
順
を
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
区

役
所
の
災
害
対
応
力
の
一
層
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
他

都
市
で
は
、
緑
視
率
に
よ
る
緑
の

量
に
よ
る
優
遇
措
置
等
の
誘
導
策

が
あ
り
、
本
市
で

も
緑
視
率
に
よ
る

取
り
組
み
を
更
に

行
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
更
に
都
市
緑

化
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
、
所

管
法
令
に
よ
る
縦

割
り
的
な
取
り
組

み
を
改
め
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

　門
川
大
作
市
長

（
答
弁
）「
京
都
市

緑
の
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、目
に
す
る
緑
の
量
を

数
値
化
し
た「
緑
視
率
」を
採
用
し

て
お
り
ま
す
。25
年
度
予
算
で
は
、

前
年
度
予
算
の
約
10
倍
に
も
上
る

４
億
４
千
万
円
を
計
上
し
、花
と

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
強
力

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

緑
化
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
法
令

ご
と
の
縦
割
り
行
政
を
排
除
し
、

緑
に
関
す
る
庁
内
の
連
絡
体
制
の

更
な
る
充
実
を
図
り
、全
庁
一
丸

と
な
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　下
村
あ
き
ら
議
員
（
質
問
）
市

長
は
観
光
客
５
千
万
人
に
変
わ
り

５
千
万
人
感
動
都
市
と
い
う
新
た

な
目
標
を
立
て
て
お
ら
れ
ま
す
。

市
民
発
、
地
域
発
の
取
り
組
み
と

観
光
産
業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る

こ
と
で
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

か
し
た
持
続
可
能
な
観
光
モ
デ
ル

構
築
を
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。

　塚
本
稔
副
市
長
（
答
弁
）
25
年

度
予
算
案
に
お
い
て
は
「
地
域
と

事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る

地
域
連
携
観
光
の
推
進
」
事
業
を

提
案
し
て
お
り
、
本
事
業
の
実
施

の
際
に
は
、
議
員
御
提
案
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
各
区
の
取
り
組
み
を

通
し
て
培
わ
れ
て
き
た
住
民
の
皆

様
の
地
域
へ
の
愛
着
、
誇
り
の
上

に
、
観
光
事
業
者
が
有
す
る
企
画

力
や
集
客
力
を
加
え
る
こ
と
で
、

京
都
な
ら
で
は
の
地
域
力
を
生
か

し
た
持
続
可
能
な
新
し
い
観
光
モ

デ
ル
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
区
役
所
が
最
前
線
基
地
に

各
区
役
所
が
最
前
線
基
地
に

各
区
役
所
が
最
前
線
基
地
に

下
村
あ
き
ら
議
員
（
下
京
区
）

緑豊かな新林本通のケヤキ並木
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対
応
力
の
一
層
向
上
図
る

大
規
模
災
害
時
の
要

地
域
力
生
か
し
た

観
光
政
策
の
構
築

都
市
緑
化
の
推
進

縦
割
り
行
政
排
除
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　歴
史
的
京
都
の
伝
統
産
業
振
興

策
の
成
果
が
、
「
乾
杯
条
例
」
で

あ
り
、
多
様
な
取
組
を
着
実
に
実

践
し
て
、
時
代
に
先
駆
け
る
政
策

の
模
範
と
な
ろ
う
。

　伝
統
産
業
は
京
都
人
の
生
活
の

中
に
も
数
々
生
き
づ
い
て
い
ま

す
。
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
み

ら
れ
る
様
に
式
典
や
そ
の
職
人
技

術
の
継
承
等
継
続
が
有
意
義
。

小
林

正
明

　北

　区

山
本

恵
一

　北

　区

　京
都
の
人
々
は
も
の
づ
く
り
の

心
を
大
切
に
守
り
続
け
て
き
ま
し

た
。「
京
都
市
伝
統
産
業
活
性
化
推

進
条
例
」を
更
に
推
進
し
同
時
に
伝

統
文
化
も
守
っ
て
参
り
ま
す
。

中
村
三
之
助
　上
京
区

　乾
杯
条
例
が
成
立
し
た
。酒
に
特
化

せ
ず
、か
つ
一
過
性
と
す
る
こ
と
な

く
、乾
杯
の
発
声
に
日
本
の
歴
史
と
文

化
に
想
い
を
馳
せ
、京
都
の
伝
統
産
業

へ
の
振
興
に
寄
与
さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
。

大
西

　均

　左
京
区

　千
二
百
年
の
悠
久
の
歴
史
の
町

京
都
。
何
代
に
も
受
け
継
が
れ
て

き
た
技
術
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
伝

統
産
業
品
は
日
本
の
宝
。
今
こ
そ

巧
み
の
技
を
広
め
ま
す
！

　日
本
人
が
大
切
に
守
っ
て
き
た

「
伝
統
や
文
化
」
を
再
認
識
す
る

と
い
う
乾
杯
条
例
の
主
旨
を
踏
ま

え
、
京
都
か
ら
世
界
に
向
か
っ
て

匠
の
技
を
発
信
!!

桜
井

泰
広

　左
京
区

加
藤

盛
司

　中
京
区

　京
都
の
伝
統
産
業
は
「
ほ
ん
も

の
」
を
伝
え
る
大
切
な
も
の
で

す
。
伝
統
文
化
と
接
す
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
と

未
来
を
共
に
考
え
て
参
り
ま
す
。

津
田

大
三

　中
京
区

　歴
史
と
文
化
に
育
ま
れ
た
京
都

の
伝
統
産
業
!!
未
来
の
京
都
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
守
り
発
展

さ
せ
る
べ
く
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

𠮷
井
あ
き
ら
　山
科
区

　伝
統
産
業
は
云
う
ま
で
も
な
く

京
都
の
宝
で
あ
り
ま
す
が
、
生
活

様
式
の
変
化
に
よ
る
衰
退
存
亡
の

危
機
に
あ
り
、
未
来
の
為
に
も
適

切
に
対
応
す
べ
き
で
す
。

椋
田

隆
知

　南

　区

　京
都
の
農
林
畜
産
や
建
築
技

術
、
町
工
場
の
製
造
品
質
や
サ
ー

ビ
ス
業
務
品
質
等
々
も
重
要
な
伝

統
産
業
で
あ
り
、
地
域
経
済
全
て

の
活
性
化
が
必
要
で
す
。

島
本

京
司

　南

　区

　平
安
時
代
か
ら
長
き
に
わ
た
り
、

都
と
し
て
の
独
特
の
文
化
を
支
え
て

き
た
技
術
を
守
り
、伝
統
産
業
の
振

興
の
た
め
に
は
暮
ら
し
の
中
で
身
近

な
も
の
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

井
上
与
一
郎
　右
京
区

　「
京
料
理
・
和
食
文
化
」
を

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
！

伝
統
産
業
、
技
術
の
継
承
者
が
誇

り
の
持
て
る
環
境
を
作
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　昔
は
「
使
い
捨
て
」
は
最
高
の

贅
沢
で
し
た
。
良
い
物
を
長
く
大

切
に
使
う
事
が
つ
つ
ま
し
や
か
で

美
し
い
生
活
の
知
恵
で
あ
る
事
を

再
認
識
致
し
ま
し
ょ
う
。

山
元

あ
き

　右
京
区

田
中

明
秀

　西
京
区

　担
い
手
不
足
や
生
活
様
式
な
ど

の
変
遷
に
よ
り
厳
し
い
局
面
に
あ

る
京
都
の
伝
統
産
業
で
す
が
、
普

及
啓
発
に
全
力
で
尽
く
し
ま
す
。

西
村

義
直

　西
京
区

　誇
り
香
る
ふ
る
里
の
味
覚
、
心

ち
よ
き
気
分
を
醸
し
出
す
清
酒
の

需
要
拡
大
と
明
日
へ
の
思
い
に
夢

を
託
し
て
オ
ー
ル
会
派
で
発
信
し

た
こ
と
に
満
足
す
る
。

高
橋
泰
一
朗
　伏
見
区

　力
強
い
京
都
経
済
の
再
生
と
雇

用
創
出
に
は
伝
統
産
業
「
京
も
の

海
外
・
国
内
市
場
開
拓
事
業
」
の

推
進
が
必
要
で
す
。
議
会
と
行
政

の
連
携
を
深
め
ま
す
。

内
海

貴
夫

　東
山
区

　千
年
以
上
、
都
の
公
家
や
家
元

等
、
一
流
の
使
い
手
に
磨
き
上
げ

ら
れ
た
技
と
美
を
現
在
の
ニ
ー
ズ

に
ど
う
活
か
す
か
。
大
胆
・
柔
軟

な
発
想
と
挑
戦
が
必
要
。

富

　き
く
お
　山
科
区

　京
仏
具
、京
扇
子
等
、今
も
脈
々

と
継
承
さ
れ
る
京
都
市
の
73
品
目

に
指
定
の
伝
統
産
業
。様
々
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
中
に
根
付
く
振
興
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

下
村
あ
き
ら
　下
京
区

繁

　隆
夫

　伏
見
区

　世
界
に
誇
る
京
都
の
基
盤
産
業

で
あ
る
伝
統
産
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
伝
統
産
業
技
術
の
保
存

と
育
成
、
拠
点
施
設
、
機
能
充
実

の
積
極
的
な
展
開
が
必
要
。

　伏
見
は
酒
ど
こ
ろ
。
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
・
サ
ケ
は
世
界
で
愛
さ
れ

て
い
る
。
自
民
党
提
案
で
「
清
酒

普
及
」
条
例
を
施
行
。
更
な
る
振

興
を
！
京
都
の
清
酒
で
乾
杯
!!

橋
村

芳
和

　伏
見
区

中
川

一
雄

　伏
見
区

　伝
統
産
業
は
京
都
力
の
源
で

す
。
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
現

代
社
会
に
お
い
て
「
ほ
ん
も
の
を

大
切
に
す
る
心
」
を
育
み
定
着
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

寺
田

一
博

　上
京
区

　日本酒で乾杯する習慣を広め、清酒
の消費拡大と伝統的な日本文化の理解
促進を図るため、自民党市会議員団提
案の「乾杯条例」が今年施行されました。
　京都の伝統産業の未来を切り拓き、
京都から日本文化を世界に発信しなけ
ればならない。自民党市会議員団ニユー
スは、「伝統産業の振興」について、22人
一人ひとりのコメントを特集しました。

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

〒604-8571 京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団

jimin3@nifty.com
FAX.257-3091

自民党市会議員団22人に聞く自民党市会議員団22人に聞く

　身
近
な
存
在
で
あ
る
伝
統
産
業

製
品
を
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
か
ら
伝

統
産
業
界
の
振
興
に
繋
が
る
と
確

信
し
て
い
る
。
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京都の伝統産業振興京都の伝統産業振興

皆さんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。




